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妹都市の
伊丹市姉妹都市親善協会の人たち33人が6月7目、

8日の両日、本市を訪れ、花しょうぶが咲く大村公園

や本経寺などを観光されました。

本市と伊丹市とは、今年の4月17日に姉妹都市の締

結を行いましたが、初めての訪問団が訪れたものです

乙れをきっかけとして、 今後ますます交流が深ま って

伊丹市から初の親善訪問団
いくものと思います。
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市政だより

六
月
二
十
二
日
は
衆
議
院
議
員

総
選
挙
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
投
票
日
で
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
は
自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
、
一
人
も
れ
な
く
き

れ
い
な
選
挙
を
し
ま
し
ょ
う
。

昭和55年 6月15日
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投
票
で
き
る
人

今
回
の
選
挙
で
大
村
市
で
投
票

で
き
る
人
は
、
次
の
要
件
を
満
た

し
大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
(
選
挙
権

停
止
中
の
人
を
除
く
)

マ
被
登
録
資
格
の
決
定
の
基
準
と

な
る
日
・
・
・
・
・
・
昭
和
五
十
五
年
五

月
二
十
八
日
〈
た
だ
し
年
齢
要

件
は
選
挙
の
期
日
の
現
在
日
)

マ
登
録
を
行
う
日
・・・・・
・昭
和
五
十

一
お
し
ら
せ

一

市

議

会

で

虚

礼

廃

止

一

一
こ
の
度
、
大
村
市
議
会
に
お
暑
中
見
舞
状
並
び
に
年
賀
状
に

一

一
き
ま
し
て
は
、
新
生
活
運
動
推
つ
い
て
は
、
廃
止
す
る
乙
と
と
一

一
進
の
一
環
と
し
て
、
虚
礼
廃
止
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆

一

一
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
結
果
、
さ
ん
に
お
か
れ
で
も
、
乙
の
趣

一

一
暑
中
見
舞
状
並
び
に
年
賀
状
の
旨
を
ど
理
解
の
上
ど
協
力
賜
り
一

一
自
粛
を
申
し
合
せ
ま
し
た
。
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

一

一
し
た
が
い
ま
し
て
、

議
員

の

一

※ 

五
年
五
月
二
十
九
日

①
年
齢
要
件
は
、
昭
和
三
十
五
年

六
月
二
十
三
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

②
住
所
要
件
は
、
引
続
き
三
カ
月

以
上
(
昭
和
五
十
五
年
二
月
二

十
八
日
以
前
か
ら
)
大
村
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
人

※
住
民
基
本
台
帳
な
ど
の
記
録
は

大
村
市
に
残
し
、
実
際
は
市
外

に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

正
し
く

ツ

キ
リ
と:

投
票
用
紙
に
は

書
き
ま
し
ょ
う

今
回
は
特
に
参
議
院
議
員
の
地

方
区
、
全
国
区
、
衆
議
院
議
員
の

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
の
で

何
選
挙
の
投
票
用
紙
で
あ
る
か
を

よ
く
確
認
し
て
候
補
者
の
氏
名
を

記
載
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も

次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
J

f
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、

①
正
規
の
投
票
用
紙
を
使
つ
て
な

い
・
も
の

②
候
補
者
で
な
い
人
や
候
補
者
と

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
氏

名
を
書
い
た
も
の

③
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の
氏
名

を
書
い
た
も
の

④
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
、

余
計

な
こ
と
を
書
い
た
も
の
(
敬
称

身
分
・
職
業
な
ど
を
書
い
た
も

の
は
有
効
)

⑤
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か
ハ
ツ

キ
り
し
な
い
も
の

@
候
補
者
の
氏
名
を
自
署
し
な
い

も
の

(最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
〕

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う

裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏
名

の
上
の
欄
に
×
を
書
い
て
下
さ
い

ま
た
、
や
め
さ
せ
な
く
て
よ
い

と
思
う
裁
判
官
に
は
何
も
書
か
な

い
で
下
さ
い
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

O
印
や
ム
印
な
ど
余
計
な
乙
と

を
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

代

理

投

百
早
川

{
子
を
知
ら
な
い
人
や
ケ
ガ
を
し

て
宇
が
書
け
な
い
人
は
、

投
票
所

で
お
申
し
出
下
さ
い
。
代
理
投
票

(投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代

っ
て
書
く
)
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。占

F品~

7-

投

霊山

目
が
見
え
な
い
人
で
点
字
投
票

を
す
る
人
は
、

投
票
所
で
お
申
し

出
下
さ
い
。

審選

報報

査挙

J・¥ ノス
A A 

衆
議
院
議
員
給
選
挙
、
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
選
挙
公
報
及
び

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

審
査
公
報
は
、
六
月
十
二
日
に
町

務
連
絡
員
あ
て
発
送
し
ま
し
た
。

も
し
、
届
か
な
い
世
帯
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
お
近
く
の
出
張
所
へ

ご
連
絡
下
さ
い
@

投
吉

田

サ
イ
レ
ン

六
月
二
十
二
日
の
投
票
日
の
投

票
開
始
時
刻
の
午
前
七
時
に
サ
イ

レ
ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

開

~ 
7Tて

'................'・

開
票
は
市
民
体
育
館
で
六
月
二

十
三
日
の
午
前
八
時
か
ら
開
始
し

ま
す
。投

票
所
の
変
更

今
回
の
選
挙
か
ら

一
部
の
投
票

所
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す

詳
し
く
は
「
市
政
だ
よ
り
」
の

六
周

一
日
号
そ
ご
覧
下
さ
い
。

昭
和
通
り
公
民
館

中
地
区
住
氏
セ
ン
タ
ー
別

館

(医
師
会
館
裏
)

① 
新旧

④ 
新旧

池
田
保
育
所

池
田
新
町
公
民
館

(池
田

保
育
所
裏
」

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



※ 

下
水
道
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「町務連絡員 | 

総会行われる」

永年勤続者を表彰

町
務
連
絡
員
総
会
が
五
月
十
九

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ジ
タ
ー
に

百
七
十
九
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

りおおむ市政だより(3) 

住
み
よ
い
町
の

ま
し
た
。

永
年
勤
続
者
二
十
人
の
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
が
、
表
彰
を
受
け
た

人
は
次
の
人
た
ち
で
す
。

敬
称
略

森
武
志
(
三
域
第
二
・

二
十
五

年
〉
柴
田
大
寿
(
田
ノ
平
町
・

二
十
年
〉

佐

藤

達

夫

(
本
小
路

・

十

年

)

森

栄

(
水
計

・
十

年
)
本
多
正
己
(
東
諏
訪
・
十

年
)
川
里
正
夫
(
乾
馬
場

・
十

年
)
北
村
徳
己
(
内
倉
・
五
年
)

一
永
田
一
吉
(
向
木
場
・

五
年
)

田
中
信
一
(
水
主
町

・
五
年
)

池
田
満
穂
(
柴
田
・
五
年
)

富

一
永
秀
男
(
岩
舟
住
宅

・
五
年
)

一
永
見
重
馬
(
昭
和
通

・
五
年
)

岸
川
喜
代
一
(
松
並
一
丁
目
・
五

年
)
渡
辺
義
実

(雄
ケ
原

・
五
年
)

田
中
松
次
(
竹
松
町

・
五
年
)

前

川

茂

(
小
路
口
住
宅

・

五
年
)
城
谷
留
次

郎
(
原
口
町
・

五
年
)

上
野
類
作
(
宮
小
路

二
丁
目

・
五
年
)

桑

原

忠

(
沖
田

・

( 五
出年
口 )

ア
パ 出
l 口
トミ
.ヤ

五
年
)

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〉

福
祉
医
療
費

受

給

資

格

者

証

を

更

新

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
心
身
障

害
者
、
母
子
、

寡
婦
、
未
婚
の
女

子
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
医
療

費
受
給
資
格
者
証
を
六
月
十
八
日

か
ら
切
替
え
ま
す
。

該
当
者
は
も

れ
な
く
更
新
し
て
下
さ
い
。
(
詳

し
く
は
六
月
一
日
号
の
市
珪
だ
よ

り
に
掲
載
)

な
お
、
該
当
者
に
は
日
時
、
場

所
を
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課

へ

寡

男

を

新

た

に

追

加

該

当

者

現
在
の
福
祉
医
療
制
度
に
六
十

八
歳
以
上
の
寡
男

(
や
も
お
)
医

療
が
七
月

一
日
以
降
診
療
分
か
ら

追
加
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

く〉

共
同
利
用
の
私
道
敷

は

申

請

を

(詳
し
く
は
六
月
一
日
号
の
市
政

だ
よ
り
に
掲
載
)

該
当
さ
れ
る
人
は
福
祉
課
で
申

請
し
て
下
さ
い
。

O 

く〉

固
定
資
産
税
が

4
分
の
ー
に

宅
地
な
ど
を
次
の
よ
う
な
道
路

と
し
て
利
用
し
て
い
る
場
合
、
昭

和
五
十
六
年
度
か
ら
道
路
敷
の
固

定
資
産
税
が
申
請
さ
れ
る
と
四
分

の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

私
道
の
所
有
者
は
申
請
書
を
十

月
末
ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
出
張

所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

①
一
つ
の
公
道
か
ら
同

一
の
公
道

に
通
ず
る
私
道
ま
た
は
袋
地
な

シ」
@

一
画
地
と
し
て
分
筆
登
記
済
で

あ
る
乙
と

@
共
同
で
利
用
し
て
い
る
場
合

※
一
つ
の
公
道
か
ら
他
の
公
道
に

通
り
抜
け
で
き
る
私
道
の
所
有

者
も
申
し
出
て
下
さ
い
。
(
非

課
税
扱
い
で
す
)

※
申
請
書
用
紙
は
税
務
課
及
び
各

出
張
所
に
備
え
て
い
ま
す
。

夏雪 う 決 す し 固にえのた選のし年施乙 lζ 以し乙査しな閉まう
( はがえ算がよ調つ違よのんうは三すの行来たと」は乙業る?十~当h

う査 い い い で だ ち 一 百 る大わ、がしの五と記日赤月 a・F圃・
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熱不域賀のま報、すだよ由 、多十あ 槙 てつ大十でにも日法 羽 日司~岨・v

h が適 iζ の時ず告大。かうは十い五たなきと正三すーう、の根は 司・... 
激当 よ風 期 年書 正そらかな月で日つ調ま十九因。度ひそ日共何 ーで'

} し。つ 習 は末を九 の | 。んーす lて査し月年目国のとれ、聞の 1:副
く 」 てが「・見年辺い気だ日が乙、 をたーのを勢「つに新募日 F司
L-まはあ取 年 てののい候つを|と一実。日第迎調 園 、、 幹金 で 機 ふ
こた「る引始み第 事 ーえ 査 勢 乙 大 線の し 蕊 案込 J

{ れ、積」のでまー 情 山、、 …ー ー ペ町日 一固 ま は 調 と 事 の始ょ 議毒菌v

なぜrl0月1日Jなのか 持 P! としい国乙一九うの t し事人々い時山秋ま匪;ぬL..iいて つ民と日 年。来IJ 伽点 も者口の。期すでた欝(Wii'，• 
う ， てのはに以い用均調央らうけ とたー農にの職乙とるす適議 後，~
乙 最 も 暮 、 行 来ずに値査の始ーるない十年繁と大 業 うし人がさ史 場ザ 3 

1 とも、 らや わ十れ 便'結 日ま説話るう月の期つ半的してが、な査 逐孟 3 
な ふ国しはれ三に利と 果 でるあでほと 一 四 で て を 活 た は 多 春 い 句 γ右畢・

( の さ 勢 のりて回 し だ し は あ 会 っ す どと日分はは占動乙ふいは。 眼 鏡P f 
でわ調リわき、てかて ，る計てが、で」三な、めがとさ」「残ドルmC

F しし査ズたた 毎も ら、 年 乙年、、とすにをくかる盛かわの採る t -̂
よい のムしと回、、行度と度四他う。決経、な農んらしで行はレヲ t 

h う日日かたい十 大 と政のかの月にな め過から業で「く調・春 ⑦ Q
と らち う月正い上 平 ら中かもず たしつず従 全人 な査遊と 一 ! 
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'dlkR 
! 迄孟l訟主義、 l i 園田画監rr:.、 : 

j おしらせ|

妊婦教室日程

「T8-i二二 内 容
7/2 I 0はじめて母親となる心得

|。妊娠中の保健
(第1回)[。映画、生命の創造、

7/9 I 0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)
1 0安産のために(補助動作、妊婦体操の実習)

(第2回)[。産後の保健

~/}~J 0育児(摂おて芸員諸君誇弓んの入浴)
(第3回)/。映画、すばらしい母乳、

l 叩 |。乳幼児の環境と性格
(第4回)1。家庭の幸せのために(家族計画)

(4) りおおむ市政だより

-

妊

婦

教

室

昭和55年 6月15日
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安
産
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
健
か
に

そ
だ
て
て
い
た
だ
く
よ
う
に
次
の

内
容
で
行
い
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

時場
問所

市
役
所
健
康
相
談
室

午
後
一
時

t
四
時

-
3歳
児
健
康
診
査

日|診療科目| 病医院名 |所在地|電話

内 科 野口内科 本西大村町 2-2339 
8 

整形外科 橋口整形外科竹松本町5-8739 

内 科 松永医院 古2丁町目 2-2943 
13 

桜2馬丁場目外.1II門科 山道医院 3-2305 

内 科 松井医院 久原郷 3-6624 
20 

外 科 松尾外科 東本町 2-3331 

27 内
科 琴尾医院西三域町2-2056 

皮・泌・性科佐伯皮膚科武部郷2-4330 

7月の日曜当番医

目
u

d

」

みf( 

ιコ

診療時間午前 9時~午後6時
(6月分が一部変更〕

8月29日の佐伯皮膚科医院が都合により原医
院(内・外科.宮小路1丁目、雷⑤-8427)
に変更されました。

対
象
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
生

ま
れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、

同
年
六
月

t
十
一
月
生
ま
れ
で

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
幼
児
も
受
診
L
て
下
さ
い
。

日
時
六
月
二
十
六
日
午
前
九
時

ー
九
時
三
十
分
、
午
後
一
時
l

一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一

会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

7月の妊婦と現幼児の健康相談日程

日 1 時間|場 所 ! 対 一亙一

9:30"""'10:00 大村保健所 生後4カ月までの乳児

111330~附|福 重 出張所 妊婦と乳幼児

8 1 9:30"'10:00 大村保健所 生後5......，7カ月の乳児

14193::3o0o~-1115::000 0 竹松出張所乳幼児

15 9・30--10:00 大村保健所 生後8カ月以上の乳児

21 9:30"""'U:00 萱瀬出張所 妊婦と乳幼児

28 1 9:30-11:00 ニ浦出張所 妊婦と乳幼児

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

出
か
け
下
さ
い
。

国
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

内 伺~・

9叩叫山……mト帆川…~叶4引1日山一1川0
乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

妊婦相談 一般健 康 相談

--------.------一一一 妊婦教室(第2回〉

乳幼児相談 妊婦教室(第3回)

一
妊婦教室(第4回)

7 

9 

16 

2 

-
老
人
健
康
診
査

老
人
の
健
康
保
持
と
福
祉
増
進

の
た
め
、
六
十
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
で
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る

人
は
会
長
あ
て
通
知
し
て
い
ま
す

の
で
地
区
会
長
に
申
し
出
て
下
さ

い
。
老
人
ク
ラ
ブ
未
結
成
地
区
の

人
、
ま
た
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
い
な
い
人
は
保
護
課
窓

口
で
検
査
票
を
受
け
て
下
さ
い
。

受
診
医
療
機
関
地
区
老
人
ク
ラ

プ
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
医
院

受
診
期
間

月
三
十
日

六
月
二
十
四
日

t
七

募

集
一

-
第
四
回
簡
易
保
険
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

応
募
資
格
小
学
校
五
・
六
年
生

中
学
校
了
t
三
年
生

作
品
題
次
の
ど
れ
か
を
選
ん
で

下
さ
い
。

⑦
課
題

簡
易
保
険
に
関
係
の

あ
る
も
の

23 

@
自
由
題

長
さ

四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
五

枚
以
内

申
い近込
。く方

の法
郵
便六
局月
J¥ ー

ど十
持日
参ま
下で
さ i乙

入
選
発
表
十
月

入
選
者
に
は
学
校
を
通
じ
て
通

知
し
、
賞
状
と
賞
品
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

(
雷
②
|
二
八
ハ
ヒ
)
へ

-
社
交
ダ
ン
ス
会
員

社
交
ダ
ジ
ス
サ
ー
ク
ル
・
ク
イ

ッ
ク
&
ス
ロ
ー
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

練
習
日
毎
週
日
曜
日
(
午
後
七

時

t
九
時
三
十
分
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

種
目
ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、
キ
ュ

ー
パ
ン
ル
シ
パ
、
サ
シ
パ
ほ
か

.6. = 
費

月
二
百
円

主
催
大
村
社
交
ダ
ン
ス
サ
l
ク

ル
・
ク
イ
ッ
ク
&
ス
ロ
ー

申
込
方
法
入
会
申
込
み
は
練
習

自
に
直
接
会
場
へ

※
詳
し
く
は
ク
イ
ッ
ク
&
ス
ロ

l

連
絡
所
(
曾
⑤
|
八
三
六
九
H

五
道
)
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ

-
税
務
大
学
校
学
生

税
務
大
学
校
に
は
国
家
公
務
員

採
用
初
級
試
験
(
税
務
)
に
よ
り

採
用
さ
れ
た
人
が
入
校
し
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
三
十
五
年
四
月

一一日

t
三
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

受
験
申
込
期
間

八
日
ま
で

七
月
九
日

t
十

第
一
次
試
験

十
月
五
日
(
日
)

※
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署

(
雷
諌

早
②
|
一
三
七

O
V
へ



@
5年

ご
と
固
と
郷
土
を
み
な
お
す
日
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も

よ

お

し

第

1
回大

村
市
合
唱
祭

市
民
文
化
祭
の

一
環
と
し
て
、

第
一
回
大
村
市
合
唱
祭
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

六
月
二
十
一
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館

出
場
団
体
大
村
高
校
音
楽
部
、

大
村
少
年
合
唱
団
、
向
陽
高
校

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
大
村
混

声
合
唱
団
、
大
村
グ
リ
ー
ン
コ

りおおむ

。場、

市政だより(5) 

ー
ラ
ス
、
ば
あ
ぷ
る
エ
コ

l
ズ

カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス

主
催
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

後
援

市
教
育
委
員
会
ほ
か

※
連
絡
・
問
い
合
せ
は
中
地
区
公

民
館

(
富
③
i
一
三
七
六
)
へ

-
玖
島
青
年
団

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

玖
島
青
年
団
で
は
、

若
い
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
ダ
ジ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
聞
き
ま
す
。

日

時

六

月
二
十
八
日
(
土
)

午
後
七
時
か
ら

※
午
後
六
時
l
七
時
ま
で
初
心
者

を
対
象
に
講
習
を
行
い
ま
す
。

場

所

市

民
会

館

(
三
階
)

会
費

三
百
円

主
催
玖
島
青

野岳湖の白鳥に

赤ちゃんが誕生/

i
ー

国

勢

調

査

旬

月

1
日
i
i

年
団

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課

へ

講

習

会

-
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

指
導
者
講
習
会

青
少
年
健
全
育
成
の

一
端
を
負

う
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
理
解

い
た
だ
く
た
め
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
子
供
会
活
動
に
も
参
考
と
な

り
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
下
さ
い

六
月
二
十
九
日
(
日
)

午
前
九
時
l
午
後
五
時

日
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費

五
百
円
(
昼
食
代
)

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
で
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
職
業
を
ど
連

か
わ
い
い
白
鳥
の
赤
ち
ゃ
ん
が
野
岳
湖

で
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
白
鳥
の
ヒ
ナ
は
三
年
前、

姉
妹
都

市
の
伊
丹
市
(
兵
庫
県
)
か
ら
き
た
白
鳥

夫
婦
四
組
に
と
っ
て
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

で
す
。

五
月
二
十
一
日
ご
ろ
か
え

っ
た
ら

し
く
、

ま
だ
グ
レ
!
の
う
ぶ
毛
。
母
親
に

寄
り
添
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん

か
わ
い
が
っ
て
下
さ
い
、不
。

一

職

場

に

微

笑

と

安

全

を

一

一

全
国
安
全
週
間
が
全
凶
一
せ
し
た
。

一
い
に
六
月

一
日

t
三
十
日
ま
で
本
週
間
は
七
月
一
日

t
七
日
ま

一

一
を
準
備
期
間
と
し
て
始
ま
り
ま

で

で

す

-

一

-
理

U
B
E
B
E
E
-
-
E
E
E
B
E
E
-
-
-
-a

今
年
の
ス
ロ

l
ガ
一

票圃・・・・ョ
a----Eン

は
「
設
備
と
作
業

一

一
寓
幽
・
司

~

い

一
§
ru凋
・
院

a・
・
圃
の
改
善
を
す
す
め
定
一

頑

固

喝

容

潤

ー

困

層

さ
せ
よ
づ
職
場
に
一

-EIRid----刷

、

備

陣

副

-au--
幽司
圃・・・・・
・・・・・

i
i

j

'

i

j
i

・
0

，

頑
固
「

向上民
間
ト
片
岡
日
どです。

一

開
幽
・
・
・
F
F
El
f
d
u
h
M町
邑
・
・
・
・
諌
早
労
働
基
準
監
督

一

-E
 ... ，
-姐・E

・
E

・岩

一

絡
下
さ
い
。

申
込
先
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

l

(
玖
島
郷
二
五
l
一二
三
)

融

資

-
中
小
企
業
振
興
資
金

短

期

資

金

市
内
の
中
小
企
業
の
健
全
な
発

展
に
資
す
る
た
め
、

市
が
原
資
を

市
内
各
銀
行
に
預
託
し
て
低
利
で

融
資
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
ま
た
は
庖

舗
を
有
し
一

年
以
上
居
住
し
て

い
る
人

運
転
資
金

〔
限
度
額
〕
五
百
万
円

〔
貸
付
期
間
〕

三
年
以
内

〔
金
利
〕
七
・

二
Mm

(
保
証
料
〕
0
・
九
八
Mm

〔
取
扱
金
融
機
関
〕
市
内
各
銀
行

設
備
資
金

〔
限
度
額
〕
五
百
万
円

〔貸
付
期
間
〕
五
年
以
内

(
金
利
〕
七
・

五
Mm

〔
保
証
料
〕

0
・
九
八
Mm

〔取
扱
金
融
機
関〕

市
内
各
銀
行

短
期
資
金

商
品
の
一
括
仕
入
れ

人
件
費
の
支
払
い
な
ど
、

短
期

的
に
必
要
な
と
き
ど
利
用
下
さ

〔限
度
額
〕
三
百
万
円

〔
貸
付
期
間
〕

一
年
以
内

〔
金
利
〕
七

・
二
形

〔保
証
料
〕
0
・
九
八
銘

〔取
扱
金
融
機
関
〕
大
村
信
用
組

A
口

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
観
光
課
へ

-
雇
用
促
進
融
資

こ
の
制
度
は
、

雇
用
促
進
事
業

団
が
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介

で
従
業
員
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主

ま
た
は
事
業
主
の
団
体
に
社
宅
や

福
祉
施
設
な
ど
を
設
置
ま
た
は
整

備
す
る
資
金
を
長
期
、
低
利
で
貸

付
け
る
有
利
な
制
度
で
す
。

受
付
期
間

来
年

一
月
三
十
一
日

ま
で
(
貸
付
枠
に
達
し
た
と
き

は
締
切
り
ま
す
)

貸
付
対
象
施
設
労
働
者
住
宅
、

福
祉
施
設
(
休
養
室
、
浴
室
な

ど
)
職
業
訓
練
施
設
、
通
年
雇

用
設
備

(
ス
チ
ー
ム
ク
リ
ー
ナ

ー、

資
材
保
管
な
ど
)
身
体
障

害
者
作
業
施
設

ハ作
業
場
、
機

械
)
身
体
障
害
者
多
数
雇
用
事

業
所
施
設

(管
理
施
設
、
福
祉

施
設
な
ど
)

申
込
先

取
扱
金
融
機
関

※
詳
し
く
は
県
雇
用
保
険
課
、
大

村
公
共
職
業
安
定
所
(
曾
②
|

一
二

0
・一

)
ま
た
は
市
商
工
観

光
課

へ



(6) 

ス
ポ

i
ツ

り

-
勤
労
青
少
年

卓

球

大

会

お お む

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
は
、
商

ヱ
会
議
所
と
共
催
で
勤
労
青
少
年

卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

特
に
初
心

者
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

日

時

七

月
六
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

種
目

男
女
別
の
個
人
・
団
体
戦

※
団
体
戦
は
ホ
!
ム
利
用
者
ま
た

ほ
市
内
各
事
業
所、

商
庖
会
な

ど
を
単
位
と
し
た
一
チ

i
ム
三

人
一
組
に
よ
る
対
抗
試
合
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出
場
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
三
十

歳
未
満
の
勤
労
青
少
年

※
次
に
該
当
す
る
人
は
出
場
で
き

ま
せ
ん
。

ω前
三
回
の
ホ
l
ム
主
催
の
大
会

の
優
勝
者
は
個
人
戦
に
、
団
体

戦
は
前
二
回
の
大
会
で
優
勝
し

た
同
一
メ
シ
パ

l
で
の
編
成
チ

ー
ム

開
実
力
な
ど
そ
れ
相
当
と
主
催
者

側
で
認
め
た
人

申
込
方
法
六
月
三
十
日
ま
で
に

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
雷
③
|

一
三
五
三
)
へ

-
職
域
対
抗
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
成
績

五
月
十
八
日
、
市
民
体
育
館
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

伊丹市の毘陽池まつりに

物産振興協会が参加/

↑
交
通
事
故
相
談

一

(

毎

月

第

四

氏

曜

日

)

↑

日

時

六

月

二
十
四
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

-

(

毎

月

第

四
水
曜
日
)

一

日

時

六
月
二
十
五
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

l
I
l
l
i
-
-

一

市

民

相

談

コ

ー

ナ

ー

で

一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

…

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

一

l
i
l
1
1
1
i
l
l
-
-
1
-

不

動

産

相

談

一

(毎
月
第
四
金
曜
日
)
一

日

時

六

月
二
十

七

日

一

午
後

一
時

t
四
時

一

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

(
毎
月
第
一

木
曜
日
)
一

日

時

七

月

三

日

…

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後

一

三

時

一

~竺j

会
の
主
催
で
男
女
計
二
十
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
A
〕

姉妹都市の伊丹市 (兵庫県)で5凡

ましたが、本市からも大村物産振興協

7こ。

17日、 18日に昆陽池まつりが開催され

会が参加して大村の特産品の展示即売

を行い、伊丹市民に大変好評を得まし

①
航
空
隊
A
③
市
役
所

〔男
子
B
〕

①
大
村
ク
ラ
ブ
②
圏
高
O
B

〔
女
子
A
〕

①
市
立
病
院
②
柴
田

〔女
子
B
〕

①
大
村
女
子
ク
ラ
ブ
③
植
松

試

験

-

保

母

試

験

申
込
期
間

五
日

日
時

七
月
二
十
八
日

t
八
月

日

六
月
十
六
日

t
二
十

場
所
筆
記
・
実
技
試
験
と
も
県

立
女
子
短
大
(
長
崎
市
鳴
滝
町
)

試
験
の
た
め
の
予
備
講
習
会

〔受
付
期
間
〕
七
月
十
日
ま
で

〔
日
時
〕
七
月
十
九
日

1
二
十
四

口
M

〔場
所
〕
雲
仙
国
際
観
光
会
館

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

そ

の

他

-
田
植
賃
金
な
ど
が
決

ま
る

農
業
委
員
会
は
今
年
の
田
植
賃

金
な
ど
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し

た。※
こ
れ
は
標
準
で
す
の
で
、

立
地

条
件
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が

あ
り
ま
す
。

田
植
賃
金
(
男
女
と
も
一
日
当
り
)

。
食
事
っ
き
三
千
五
百
円

。
食
事
な
し
四
千
円

田
植
機
械
に
よ
る
田
植
(
十
ア
l

ル
当
り
)
五
千
五
百
円

賃
耕
料
(
十
ア

ー
ル
当
り
)

。
春
田
起
し

五
千
円
l
五
千
五

百
円

。
植
代
か
き

千
円

三
千
五
百
円

t
四

。
畑
耕
転

三
百
円

三
千
三
百
円

t
四
千

-
昭
和
町
年
度
の

教
科
書
展
示
会

期
間
七
月
一
日

t
十
一
日
ま
で

(
日
曜
を
除
く
)

展
示
教
科
書
小
・

中
学
校
、
高

校
用
教
科
書

場

所

市

教
科
書
セ
ン
タ
ー

(
旧
中
央
公
民
館
三
階
)

※
詳
し
く
は
学
校
教
育
課
へ

一
不
動
産
取
得
税
の
一

一

減

額

措

置

一

一
住
宅
・
住
宅
用
地
の
取
得
一

一
に
は
六
十
日
以
内
に
申
告
一

一

が

必

要

で

す

グ

一

一

住

宅
や
住
宅
用
地
を
取
得
し一

一
た
場
合
、
従
来
ま
で
は
申
告
が一

一
な
く
て
も
不
動
産
取
得
税
の
減
一

一
額
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
一

一
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
税
一

一法
改
正
に
よ
り

『容

色

と

で
り
六
十
日
以
内
に
申
告
が
あ
る
一

一
場
合
』
の
み
、
一
定
の
条
件
の
一

一
も
と
に
減
額
措
置
を
実
施
す
る一

一
ょ
う
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
お
知

一

で
り
せ
し
ま
す
。

一

一※
詳
し
く
は
諌
早
県
税
事
務
所

一

一
(
蜜
諌
早
②

|
0
0
一

O
)
一

一

へ

一
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